
Excel 入門（その３） 

表 23 評価基準のウェイト 
  資金調達 原料追加難 作業員確保 販売力 

資金調達 1 5 3 2

原料追加難 0.2 1 0.333 0.333

作業員確保 0.333 3 1 0.5

販売力 0.5 3 2 1

 
表 24 各評価基準の下での代替案のウェイト 
(a) 資金調達 
  原料追加 残業・休日 社外委託 新製品導入 

原料追加 1 1 3 2

残業・休日 1 1 3 3

社外委託 0.333 0.333 1 4

新製品導入 0.5 0.333 0.25 1

(b) 原料追加難 
  原料追加 残業・休日 社外委託 新製品導入 

原料追加 1 2 0.2 0.5

残業・休日 0.5 1 0.2 0.333

社外委託 5 5 1 5

新製品導入 2 3 0.2 1

(c) 作業員確保 
  原料追加 残業・休日 社外委託 新製品導入 

原料追加 1 0.333 0.2 2

残業・休日 3 1 0.2 2

社外委託 5 5 1 4

新製品導入 0.5 0.5 0.25 1

(d) 販売力 
  原料追加 残業・休日 社外委託 新製品導入 

原料追加 1 1 0.333 2

残業・休日 1 1 0.333 0.5

社外委託 3 3 1 2

新製品導入 0.5 2 0.5 1
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Excelを使ったＡＨＰの計算方法 

＜評価基準のウェイト算出＞ 

Excelの知識～データ入力 
Enterキーを使ってデータ入力していくと、データを縦（列）に入れていくことになり
ますね。これだと、1列目の入力が終わって 2列目に行くときに面倒ではありませんか？
Tabキーを使ってデータ入力すると、データを横（行）に入れていくことができます。
1行目のデータ入力が終わったら、Enterキーを押してみてください。自動的に 2列目
の一番初めのセルに移動すると思います。たくさんのデータを入力するときは、このよ

うな方法を知っておくと、作業が効率的になります。 

手順１：一対比較行列の入力 
 ４つの評価基準（資金調達、原料調達、作業員確保、販売力）の重要度を決めるために

行った一対比較の結果（表 23）を Excelに入力します。 

 
手順２：幾何平均の算出 
 AHP のウェイトは、幾何平均を使って求めます。幾何平均は、n 個のデータをすべて掛
け合わせ、n乗根をとりますから、まず、行ごとに４つのデータの積を求めます。 
そこで、F2に“=B2*C2*D2*E2”と入力します。 
表 25 
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次に、積を 4乗根します。30の 4乗根（ 4 30）は、数式で表すと 4
1

30 （30の
4
1
乗）と

同じです。そこで Excelでは、こちらの表記方法を用いた数式を入力します。したがって、
G2のセルに、=F2^(1/4)と入力してください。“^”は“ハット”とよみ、Excelでは～乗を
表す記号です。 
表 26 

 
  
これで、1行目のデータの幾何平均を求めることができました。残りの 3行についても同
じ計算をするわけですが、Excel では、同じ作業の繰り返しは簡単にできます。まず、F2
と G2のセルを選んでください。そして G2のセルの右下にカーソルを合わせるとカーソル
の形が黒い十字に変わります。ここでマウスをダブルクリックすると、下の 3 行に 1 行目
の数式がコピーされます。 
 これで、4 つの評価基準についての幾何平均を求めることができました。次に、この幾何
平均の合計を求めます。 
 
手順 3：ウェイトの算出 
 各評価基準のウェイトは、それぞれの幾何平均を幾何平均の総和で割ったものです。そ

こで、まず、4つの評価基準の幾何平均の和を求めます。 
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表 27 

 
 次に、それぞれの評価基準の幾何平均を幾何平均の総和で割ります。そこで、H2 に
=G2/$G$6という数式を入力します。ここで、G6が$G＄6となっていることに注意してく
ださい。これは、絶対参照になっているしるしです。絶対参照にしたいときは、G6をクリ
ックした後に F4キー（ファンクション 4キー）を押してください。これを先ほどの方法で
下にコピーします。これで、各評価基準のウェイトが求まりました。 

Excelの知識～相対参照と絶対参照 
 相対参照とは数式が入力されているセルを基点として他のセルの位置を指定する参

照方法であり、絶対参照とは数式をコピーしても参照するセルの位置が変わらない参照

方法。数式をコピーすると、セルの位置関係をコピーすることになるので、相対参照の

ままだと、式がずれてしまうことがあります。そういう場合、絶対参照を使いましょう。

（A1：相対参照、 $A1：列だけを絶対参照、 A$1：行だけを絶対参照、 $A$1：絶対
参照） 
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表 28 

 
 
＜各評価基準の下での代替案のウェイト算出＞ 
評価基準のウェイトと同様の方法で、各評価基準からみた代替案のウェイトも求めてくだ

さい。表 24を入力し、
ェ

上記の手順 1～3にしたがって 4つの評価基準からみた代替案のウ
イトを計算します。 

トを掛け合わせて総合ウェイトを計算します。これを数式

表すと次のようになります。 
 

 総合ウェイト 

ト 
            （かけられる行列）   （かける行列） 

 
＜総合ウェイトの算出＞ 
 上記で求めた 2 種類のウェイ
で

 
              代替案のウェイト   評価基準のウェイ

  

  
 この計算を Excelで実行するために、上の手順で求めた評価基準のウェイトと代替案のウ



















×



















=

269.0
172.0
079.0
479.0

189.0094.0191.0099.0
464.0595.0609.0179.0
144.0197.0078.0379.0
203.0114.0122.0343.0
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ェイトを次のように並べえます。これは、求めたウェイトをコピー＆ペーストすることで

ることができます。 
 表 29 
簡単に作

 
 Excelの知識～コピー＆ペースト 

 セルをコピーして貼り付けた時に＃REF！というエラーが出ることがあります。見か
け上セルに数字が表示されているときでも、実際にセルに入っている情報が数式の場

合、コピー＆ペーストを実行すると、見えている値ではなく数式をコピーしたことにな

るためです。セルに表示されている数字をコピーしたい場合、貼り付けるときに“形式

を選択して貼り付け”というのを使いましょう。これを選ぶと新しいウィンドウが開く

ので、“値”というボックスをオンにして“OK”をクリックすると表示されている数字
がコピーできます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 この表を使って行列の積の計算をします。Excelで行列計算を行うには、メニューバーの
“挿入”の中にある“関数”というコマンドを使います。答えを出す先のセル（この例の

場合 G3～G6）をクリックし、“挿入”の中の“関数”をクリックします。すると、新しい
ボックスが開くので、“関数の分類”の中から“すべて表示”というのを選んでください。

右側の“関数名”には、ABC順にたくさんの関数が並んでいますので、“MMULT”という
を選び、“OK”をクリックするとさらに新しいボックスが開きます。 

 
関数
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表 30 

 
表 31 
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してください。次に、“配列２”も同様にクリックして評価基準のウェイトを選びま

表 32 

 
新しいボックスには、“配列１”と“配列２”という場所があります。“配列１”にはか

けられる行列を指定し、“配列２”にはかける行列を指定します。“配列１”の右側にある

小さな赤い矢印をクリックして、代替案のウェイトを選び、もう一度小さな赤い矢印をク

リック

す。 

 
 “配列１”と“配列２”を指定したら、“Ctrl”キーと“Shift”キーを押したまま、“OK”
クリックします。これで、各代替案の総合ウェイトを求めることができます。 

、ウェイトが大

としては、円グ

。そこで、この総合ウェイトの円グラフを描きます。 

部分（各代替案の列と総合ウェイトの列）だけを取

り出し、新しく表を作ります。 

を

 
＜総合ウェイトのグラフ化＞ 
 求めた総合ウェイトをグラフに書いてみましょう。総合ウェイトを全部足し合わせると

必ず１になります。つまり、総合ウェイトは全体を 100％としたときに、それぞれの代替案
がどれくらいの割合をしめているかということを意味します。したがって

きいほどその代替案の重要度（優先順位）が高いということがいえます。 
 このことをよりよく理解するために、総合ウェイトをグラフ化します。全体を 100%とし
て、それぞれの項目がそのうちのどれくらいを占めているかをみるグラフ

ラフが適しています

手順１：表の作成 
 総合ウェイトを求めた表から必要な
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表 33 

 
手

しい表全体を選択し、ツールバーのグラフウィザートをクリックします。 
表 34 

順２：表の作成 
この新
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すると新しいウィンドウが開きますので、“円グラフ”を選び“完了”をクリックします。 
表 35 

 
表 36 
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 11

り社外委託という選択肢

が

終的な結果として、「社外に生産を委託する」と

う方法が選択されることになります。 

の階層図を持つ意思決定問題について、AHPを用いてあなたの意思決定を行いなさい。 
 

このグラフから見てわかるとおり、黄色で表された代替案つま

最も大きく、この選択肢の重要度が高いことがわかります。 
この例題では、企業が「製品の出荷量を増やすためにどのような方法をとるべきか」と

いう意思決定問題を考えてきましたが、最

い

 
＜課題レポート＞ 
次

将来性 給料 福利厚生 

公務員 一般企業 起業（自営業） 

就職先の決定 

問 将来の就職先を決定するにあたり、基準として(1)将来性、(2)給料、(3)福利厚生
を考えました。また、就職先の候補としては、(1)公務員、(2)一般企業、(3)起業（自
営業）があります。この問題を階層図にしたものが下の図です。この階層図をもとに

のことを実施しなさい。 
 

らみた各代替案の一対比較 

のウェイトを掛け合わせた総合ウェイトの算出 
 総合ウェイトの円グラフ化 

にまとめ、レポートとして提出しなさい。なお、レポ

ートには表紙をつけること。 

次

① 評価基準の一対比較と各評価基準か

② 一対比較表から各ウェイトの算出 
③ 評価基準のウェイトと代替案

④

 
以上の結果を表 23や表 24のような一対比較表と表 33に相当するウェイトの表、

および総合ウェイトの円グラフ


